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県支出金

5.17％

を可決
前年比

平
成
閉
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
肥
日
ま
で
の
旧
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
平
成
別
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
平
成
閲
年

度
当
初
予
算
な
ど
明
議
案
・
そ
の
他
４
件
が
提
出
さ
れ
、
請
願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
、
他
は
原
案
ど
お
り
可
決
、

決
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

拡大予算

●一般会計予算のなかみ

②

駕蝋金個澱全
使用料及び手数料1.30％

Ｆ地方譲与税0.75％

自動車取得税交付金

０．１８％

t１０．１９％

1.34％

－議会
１．００

分担金及び負担

２．０２

繰入金一
４．１３％

金
％ その他０．１

Ｆ，

国庫支出金
７．５８％ 地方交付税

４１．６５％歳 入
町債

12.63％

田
２１

町税

20.26％

総務費

13.17％

平成25年５月１日発行第31号

消防費

､６４％

ｒ‐
商工費1.48％

毒ョ
1.0

萱
％

衛生費

10.51％

農林水産業言

呂 民生費

26.90％

教育費
12.08％ 歳出

公債費

15.42％

公債費

15.42％
土木；

1３．６５

土木費

１３．６５％



訪問看護ステーション

西八代特別会計

0.19％2,735万円

平成25年度一般会計当初予算年 当

85億Ｌ757万F
●一般会計予算･特別会計(５６億SOS万円)予算の状況

国民健康保険特別会計

事業勘定14.52％

２０億5,089万円／

歌舞伎文化公園管理特別会計
0.20％2,791万円

温泉事業特別会計0.32％4,542万円一

農業集落排水事業特別会計

公共下水道事業0.23％3,197万円
特別会計7.51％

一一一で10億6,098万円

後期高齢者医療特別会言

1.44％２億402万円
銅
山

簡易水道特別会計

1.78％２億5,135万円

戸司

その他０．１４％

1,989万円

介護保険特別会計

１２．７８％

１８億506万円

ﾐ特別会計

78％

'06万円

§別会計

％

万円

旬

一般会計

60.31％

85億1,757万円

国民健康保険特別会計

直営診療施設勘定

0.57％8,121万円

険特別会計

１４．５２％

'89万円／

JPUlX王ﾉ牙乏l不lツ<罰寸ノコリエヌ『

事業勘定14.52％

２０億5,089万円

85億1,757万腰

予算額幅鞠は）
２１万円

５６４万円

１８万円

１，３７６万円

１，２４０万円

３１０万円

７７５万円

５０万円

４，１００万円

２，３４０万円

４，４５２万円

平成25年度一般会計当初予算

③い毒かわみさと議会だよ画

主な新規事業
議会基本条例制定事業

市川大門駅員設置事業

防災士資格取得費補助事業

参議院議員選挙費

町長選挙費

町議会議員補欠選挙費

峡南北部2病院統合事務組合負担金

印章購入費助成事業

鳴沢川高田地区内水対策事業

市川南小中学校グラウンド整備事業

大塚小学校グラウンド整備事業

主な継続事業予算額(鴎蒙は）
郡農協前交差点歩行者安全対策事業１，２１２万円

ドクターヘリ地域緊急搬送拠点整備事業４，０２２万円

町道岩間久那士線改良事業１，５１９万円

町道(仮称)平塩5号線新設改良事業２，１００万円

町道宮原一本松線新設改良事業５，１６０万円

町道矢作上野線改良事業１億２，３５０万円

市川地区中央部まちづくり事業８，３８４万円

大同地区公民館建設事業１億４，２０３万円

廃止された事業予算額幅醗は１
地域活性化･住民生活に光をそそぐ交付金(基金)事業６８０万円

子ども手当支給事業２億４，１７８万円
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4件条例の制定Ｓ件・改正
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１準用
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を

定
め
る
条
例
制
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
制
定

町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
を
定
め
る

条
例
制
定

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
町
道
の
構
造
に

関
す
る
墓
準
を
定
め
る
条
例
制
定

町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
関
係
条
例
制
定

制
定
す
る
。

河
川
法
の
改
正
に
伴
い
一
般
的
、
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
条
例
を
制
定

す
る
。 高

齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い

必
要
事
項
を
定
め
る
条
例
を
制
定
す
る
。

道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸
法
に
つ
い
て
条

例
を
制
定
す
る
。

対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
本
条
例
を
制
定
す
る
。

道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
条
例
を

関
係
条
例
中
の
一
部
を
改
正
す
る
た
め
に
制
定
す
る
。

ｒ，

、 、ノ 、 ノ ノ

ノ、

町
有
住
宅
管
理
条
例
中
改
正

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
中
改
正

、

、

、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
中
改
正

、、

／ 、 ／ 、 、／ ／ 、

ノ

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

地
方
税
及
び
、
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

税
条
例
中
改
正

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
及
び
、
準
用
し
て
い
た
町
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
が
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
た
め
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

／

人
権
擁
護
委
員

塩
島
明
美
氏

市
川
三
郷
町
大
塚

ｒ罰

ノ

、



Ｆ可

’
平成24年度隼_里

一般会計補正予算補
陸一』

ＦＥｄ
(万円未満は四捨五入）

町税

国庫支出金

県支出金

繰越金

町債(借入金）

△2,171万円

1,908万円

△871万円

6,040万円

△1,940万円

収入支出の補正額は

補正額３’1197万円

総額85億8236万円

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

ロ

曾
加
藤
蒙
雲
昆

影
響
は
な
い
。

Ｆ可

おもな使いみち

曾
一
瀬
正
善
５

曾
一
瀬
正
毒
島

農林水産業費第１回臨時会

農業水利施設耐震性調査委託料追加

県営事業負担金追加
3,500万円

1,975万円

（
竺

衛生萱

ドクターヘリ地域救急搬送拠点

整備事業設計委託料追加

⑤い雷かわみさと議会だよｂ

商工費１１０万円

温泉事業特別会計繰出金追加 915万円

質

民生費

括

士木蓋重度心身障害者医療費助成事業追加500万円

国民健康保険特別会計繰出金追加6,100万円

介護保険特別会計繰出金追加479万円

身体障害児者補装具給付費追加300万円

つむぎの湯燃料費追加422万円

町営･町有住宅維持修繕独追加

町道ストック点検委託料
民間木造住宅耐震建替補助金追加

310万円

1,100万円
１６０万円

局

教育費

昌宣宮

同我
一

､目

衛生萱
町民会館耐震診断調査委託料

､治公民館･集会所等耐震診断
調査委託料

722万円

347万円

町立病院事業会計(老健分）

負担金追加4,200万円

ｌ

総
括
質
疑
一

息

正
議
員

業
務
委
託
を
し
て
い
る
会
社
が
、
契
約
が

満
了
に
な
り
、
継
続
は
困
難
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
臨
時
職
員
を
雇
い
、
直
営
の
方
式
で
運

営
し
た
い
。 瀬瀬

疑

曾
一
瀬
正
善
邑

碑
林
公
園
の
運
営
形
態
が
変
わ
る
予
算
計

上
だ
が
、
ど
う
い
う
形
に
な
る
の
か
。

今
ま
で
ど
お
り
、
所
管
課
が
チ
ェ
ッ
ク
す

る
中
で
、
一
括
し
て
１
社
に
委
託
す
る
形
に

し
た
い
。

（
垂

m目

町
道
等
の
法
律
改
正
に
よ
り
町
民
に
影

響
は
あ
る
か
。

吉
巨
丹
沢
産
業
振
興
課

再
加
藤
建
設
課

ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
の
経
営
形
熊

Ｄ

は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

冒
一
瀬
い
き
い
き
健
康
課

総



郡農前交差点

報告
質疑の一部を
要旨のみ掲載します

問
ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
運
営
方
法
は
。

志
村
財
政
課
長
新
年
度
か
ら
、

受
付
か
ら
ト
レ
ー
ナ
ー
ま
で
の

業
務
を
一
括
し
て
委
託
を
す
る
。

問
町
税
の
１
，
９
９
６
万
円
の
減

収
見
込
み
の
理
由
は
。

上
野
税
務
課
長
均
等
割
り
、

所
得
割
と
も
に
納
税
者
が
減
少

す
る
。

問
成
人
式
記
念
品
等
の
更
正

内
容
は
。

小
林
生
涯
学
習
課
長
記
念
品

の
印
鑑
は
ケ
ー
ス
を
含
め
３
，

２
０
０
円
で
、
当
初
２
０
０
名

分
を
予
定
し
た
が
、
１
７
５
名

の
出
席
で
あ
っ
た
。

問
徴
収
費
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納

手
数
料
の
内
容
は
。

税
務
課
長
町
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
の
４
税
が
全
て
の

コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
え
る
。

問
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

金
に
つ
い
て
、
国
保
会
計
に
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
規
模
は
。

望
月
町
民
課
長
窓
口
無
料
化

の
関
係
で
、
乳
幼
児
医
療
費
分

沼
万
円
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

蛮
分
１
０
０
万
円
、
重
度
心
身
障

害
者
医
療
分
５
，
４
４
５
万
円

で
、
合
計
５
，
６
２
０
万
円
と

な
る
。

間
つ
む
ぎ
の
湯
の
燃
料
費
、

４
２
１
万
７
，
０
０
０
円
の
追

加
だ
が
、
当
初
予
算
時
の
数
値

的
根
拠
は
。

｜
瀬
い
き
い
き
健
康
課
長
当

初
は
単
価
を
帥
円
で
見
込
ん
で

い
た
が
、
そ
の
後
、
灯
油
の
高
騰

に
よ
り
不
足
が
生
じ
た
。

総
務
教
育
鴨

Ｆ園

問
大
同
地
区
公
民
館
建
設
に

つ
い
て
、
今
後
、
大
同
出
張
所

は
ど
う
な
る
の
か
。

長
津
総
務
課
長
新
し
い
公
民

館
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

問
郡
農
前
、
交
差
点
歩
行
者

安
全
対
策
工
事
菅
〈
の
内
容
は
。

長
田
政
策
推
進
室
長
郡
農
前

の
民
有
地
２
カ
所
を
購
入
し
、

舗
装
や
車
の
進
入
防
止
用
安
全
ポ
ー

ル
の
設
置
を
行
う
。

fー

厚
生

⑥

問
母
子
衛
生
萱
の
委
託
料
の

更
正
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
ポ
リ
オ

の
接
種
率
が
、
パ
ー
セ
ン
ト
と

低
か
っ
た
。
昨
年
途
中
か
ら
、

接
種
方
法
が
変
わ
り
定
着
で
き

な
か
っ
た
。

平成25年５月１日発行第31号

問
峡
南
北
部
２
病
院
統
合
事

務
組
合
負
担
金
７
７
５
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
町
の
財

政
負
担
を
、
独
自
で
の
調
査
は

必
要
な
い
の
か
。

町
長
県
で
も
公
に
出
す
資
料

で
あ
る
。
立
場
上
、
責
任
が
あ

り
精
度
の
低
い
数
字
を
出
す
こ

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

開催日

３/1１

予防接種

問
病
院
会
計
の
未
収
金
の
内

訳
は
。

伊
藤
病
院
事
務
長
患
者
が
保

険
以
外
で
、
支
払
う
自
己
負
担

分
が
２
月
現
在
で
３
０
３
件
．

５
５
０
万
円
で
あ
る
。



Ｆ
■ 問

高
田
の
排
水
機
場
だ
が
所

管
が
移
っ
た
の
か
。

加
藤
建
設
課
長
国
土
交
通
省

に
、
お
願
い
を
し
て
い
る
。

厚型

問
印
章
購
入
費
助
成
制
度
と

は
。産
業
振
興
課
長
印
章
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
フ
ル
ネ
ー
ム

で
ハ
ン
コ
を
作
っ
て
い
た
だ
く

補
助
金
で
、
上
限
１
万
円
・
１
’
２

の
補
助
を
す
る
。

問
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、

商
工
会
の
会
員
以
外
の
商
店
等

で
は
利
用
で
き
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長
商
工
会
の
会

員
と
聞
い
て
い
る
。

問
特
別
鳥
獣
捕
獲
実
績
謝
礼

追
加
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長
実
績
で
シ
カ

が
当
初
加
頭
が
羽
頭
、
イ
ノ
シ

シ
が
別
頭
が
師
頭
、
サ
ル
が
５

頭
が
０
で
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

が
増
え
た
た
め
で
あ
る
。

問
不
法
投
棄
物
撤
去
委
託
料

更
正
の
理
由
は
。

丹
沢
産
業
振
興
課
長
昨
年
ｎ

月
に
、
治
山
林
道
協
会
が
不
法

投
棄
処
理
を
し
て
く
れ
た
。

Ｆ詞

土
木
環
境

開催日
３/1４

可
Ｉ
皿
■

且

問
上
水
道
事
業
会
計
で
、
給

水
収
益
の
計
上
減
額
の
理
由
は
。

河
西
生
活
環
境
課
長
人
口
も

減
っ
て
い
る
が
節
水
の
考
え
が

浸
透
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

問
町
営
海
士
見
住
宅
用
地
確

定
測
量
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

建
設
課
長
公
図
と
地
番
を
修

正
す
る
た
め
に
、
測
量
・
登
記

を
含
め
委
託
す
る
。

⑰いぢが種毒さと議会篭より

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
第
１
回
定
例
会
２
月
伯
日

条
例
改
正
２
件
、
補
正
予
算
２
件
、
妬
年
度
当
初
予
算
２
件
が
原
案

ど
お
り
同
意
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

汎
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
臨
時
特
別
交
付
金
６
億
２
，
６

０
０
万
円
を
臨
時
特
例
基
金
に
積
み
立
て
る
増
額
補
正
が
主
な
も
の
で

す
。
妬
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
総
額
を
４
億
６
，
５
１
５
万
円
と
し
、

事
務
費
用
に
繰
り
出
す
負
担
金
を
、
市
町
村
か
ら
受
け
入
れ
る
な
ど
の

内
容
で
す
。

特
別
会
計
予
算
で
は
、
総
額
９
３
５
億
９
，
４
０
０
円
と
す
る
も
の

で
、
前
年
比
７
億
３
，
９
９
４
円
の
増
額
、
被
保
険
者
数
が
１
，
９
０

０
人
程
度
増
加
、
給
付
金
も
若
干
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
、
お

も
な
要
因
で
あ
り
ま
し
た
。

（
報
告
井
上
達
雄
）

印刻作業

毎
Ｊ

組
合
幸
餓
会
報
告

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
但
月
定
例
会
但
月
”
日

型
年
度
補
正
予
算
３
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
ご
み
処
理
事
業

煙
突
騒
音
対
策
設
計
料

１
，
４
０
０
万
円
追
加

勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
事
業

職
員
給
与
費
２
１
１
万
円
追
加

し
尿
処
理
事
業

電
気
料
及
び
屋
根
補
修
工
事
費
７
７
２
万
円
追
加

（
報
告
松
野
清
貴
）



問
生
活
保
護
墓
準
引
き
下
げ

の
中
で
、
町
独
自
の
就
学
助
成

制
度
を
維
持
し
、
充
実
強
化
が

必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
妬
年
度
以
降
も
改
正
前

の
基
準
額
で
算
定
し
、
認
定
外

に
な
ら
な
い
よ
う
現
在
の
基
準

を
維
持
し
て
い
く
。

丹
津
教
育
委
員
長
改
正
に
よ

り
認
定
か
ら
外
さ
れ
る
事
の
な

い
よ
う
対
応
す
る
。

問
空
き
家
の
入
居
者
斡
旋
、

廃
屋
撤
去
へ
の
助
成
制
度
な
ど

住
宅
施
策
に
つ
い
て
の
方
針
は
。

町
長
県
や
他
の
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

ーー

平成25年５月１日発行第31号

問
市
川
大
門
駅
か
ら
病
院
へ

直
接
行
け
る
よ
う
に
し
て
は
ど

う
か
。

町
長
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上

の
基
準
の
定
め
に
よ
り
困
難
と

の
回
答
で
あ
っ
た
。

病院統合で町独自の分析はワ
ー瀬正議員

一医療環境確保が財政負担を改善する－

問
下
地
区
公
民
館
の
風
呂
を

付
添
人
へ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
は
い
か
が
か
。

町
長
病
院
の
患
者
の
付
添
い

者
に
つ
い
て
は
、
町
外
者
で
も

無
料
で
ご
利
用
で
き
る
。

問
峡
南
北
部
２
病
院
統
合
協

議
会
へ
の
県
の
提
案
へ
の
町
独

自
の
分
析
は
。

町
長
経
営
状
況
を
好
転
さ
せ

る
に
は
、
良
い
医
療
環
境
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
医
療

を
守
り
、
併
せ
て
財
政
負
担
の

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

問
町
立
病
院
に
つ
い
て
、
整

形
外
科
の
４
月
か
ら
の
診
療
後

退
さ
せ
な
い
対
策
を
。

町
長
大
学
病
院
と
の
話
し
合

い
に
よ
り
診
療
回
数
が
週
３
回

に
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
も
う
一

回
診
療
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

伊画巳

⑬

竜

問
市
川
地
区
の
下
水
道
未
整

備
地
域
へ
の
本
管
布
設
工
事
計

画
は
。

町
長
毎
年
計
画
的
に
進
め
て

お
り
、
最
短
で
邪
年
度
に
は
下

水
道
工
事
に
着
手
で
き
る
。

伊｡

問
平
塩
５
号
線
新
設
工
事
な

ど
新
設
道
路
を
活
用
し
た
町
に

よ
る
住
宅
開
発
事
業
は
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長
地
権
者
の
意
向
調
査
な

ど
事
業
の
有
効
策
を
検
討
す
る
。平塩５号線



⑨

般
質
間

町
長
一
や
す
ら
ぎ
づ
く
り
、

日
本
一
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
目

指
し
て
」
を
基
本
方
針
に
定
め

た
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る

に
当
り
、
職
員
の
人
的
資
源
、

人
材
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
人
的
資
源
で

あ
る
職
員
の
育
成
が
重
要
な
目

的
で
あ
る
。

問
田
年
度
よ
り
人
事
評
価
制

度
を
試
行
し
て
い
る
が
、
制
度

の
特
色
は
。

人
事
・
行
政
評
価
制
度
の
考
え
は

令
垂
笠
井
雄
令
一
一
菖

』
■
震
言
陰
声

質 Ｉ
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営
を
行
な
う
Ｉ

町
長
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力

量
を
高
め
る
た
め
、
教
育
機
会

を
つ
く
り
、
行
政
と
し
て
学
ぶ

場
の
創
設
も
考
え
て
い
る
。

問
人
材
の
発
見
・
養
成
。
活

用
の
た
め
の
工
夫
は
。

町
長
皿
か
ら
妬
年
度
を
計
画

期
間
と
し
、
試
行
を
実
施
。

課
の
組
織
目
標
・
職
員
の
仙

人
目
標
の
設
定
及
び
管
理
、
上

司
と
部
下
の
面
談
と
評
価
を
く

り
返
し
実
施
し
、
客
観
性
・
公

正
性
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
。
評
価
す
る
者
と
さ
れ
る

者
と
の
信
頼
感
の
形
成
が
成
果

と
し
て
表
わ
れ
て
き
て
い
る
。

問
現
在
ま
で
の
成
果
は
。

Ｆ可

町
長
導
入
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

いちかわみさと議会だよｂ

可

醐
訂
〆
蔚
輔
？
Ｌ

町
長
個
人
の
評
価
結
果
を
蓄

積
し
た
上
で
、
昇
任
・
昇
格
時

の
判
断
材
料
と
、
人
事
異
動
時

の
評
価
資
料
と
し
て
参
考
に
す
る
。

問
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
。

ｒ可

』Ｌ

面談の様子

問
内
部
評
価
が
中
心
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
外

部
評
価
も
導
入
し
て
は
。

町
長
行
政
評
価
の
目
的
に
沿
っ

た
内
容
を
主
要
事
業
５
ヵ
年
実

施
計
而
策
定
時
に
準
用
し
て
い

る
。
継
続
事
業
は
、
毎
年
、
担
当

者
の
自
己
評
価
、
担
当
課
長
評
価
、

主
要
課
長
評
価
を
取
り
入
れ
、

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政
運
営

を
行
う
た
め
実
施
し
て
い
る
。

町
民
か
ら
の
提
言
等
、
プ
ラ

ン
作
成
か
ら
参
画
し
て
頂
き
、

各
種
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
協
動
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
多
く
の
声
を

反
映
し
た
行
政
運
営
に
努
め
て

い
く
。

問
無
理
・
無
駄
の
な
い
効
率

的
な
政
策
の
形
成
と
事
業
の
実

施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
行

政
評
価
制
度
導
入
に
つ
い
て
の

考
え
は
。



間
食
べ
ら
れ
な
い
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

一
般
質
問

教
育
総
務
課
長
学
校
で
の
説

明
会
で
、
巾
請
書
、
診
断
書
を

提
出
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
も
情

報
の
共
有
を
し
て
い
る
が
、
保

護
者
全
員
に
周
知
徹
底
を
行
う
。

学校の非構造部材の耐震対策は!！

宮崎博巳議員

一点検し安全性は確認された一

問
児
童
・
生
徒
と
と
も
に
地

域
住
民
の
防
災
拠
点
と
な
る
、

学
校
建
物
の
耐
震
化
は
完
了
し

た
が
、
施
設
内
非
構
造
部
分
の

対
策
は
充
分
か
。

丹
津
教
育
委
員
長
各
省
か
ら

の
調
査
に
よ
り
、
専
門
の
業
者

で
の
学
校
内
の
点
検
は
完
了
。

安
全
性
は
確
認
さ
れ
た
。

問
保
育
園
、
幼
稚
園
等
の
点

検
は
行
う
の
か
。

網
倉
総
務
教
育
課
長
専
門
家

が
足
場
を
組
み
、
吊
り
天
井
、

照
明
、
ボ
ル
ト
の
緩
み
等
を
細

や
か
に
点
検
実
施
し
た
。

問
点
検
方
法
は
、
目
視
・
打

診
・
触
診
か
。

和
田
保
育
課
長
本
年
度
特
殊

建
物
を
含
め
て
、
点
検
を
す
る
。

fp。

教
育
委
員
長
対
象
と
な
る
児

童
、
生
徒
へ
の
牛
乳
は
除
去
食

と
し
て
い
る
が
、
他
の
食
品
は

毎
月
献
立
表
を
保
護
者
に
渡
し
、

代
替
食
の
持
参
を
お
願
い
し
て

い
る
。エ
ピ
ペ
ン
は
、
養
護
教
員
を

中
心
に
、
研
修
・
実
習
を
通
し

て
共
通
理
解
を
図
り
、
緊
急
対

応
に
万
全
を
期
す
。

問
学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
の
現
状
は
、
ま
た
自
己
注
射

※
エ
ピ
ペ
ン
の
配
備
に
つ
い
て
。

塩
津
教
育
長
児
童
生
徒
が
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
す
物
質
が
あ
っ

た
場
合
の
、
給
食
代
金
は
計
算
、

お
返
し
を
し
、
代
替
食
を
家
庭

か
ら
持
参
い
た
だ
い
て
い
る
。

／

問
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
応

及
び
、
保
護
者
全
員
へ
の
説
明

は
行
っ
て
い
る
か
。

声｡

一

一

・

二一

『 一
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教
育
長
峡
南
地
区
及
び
、
町

内
の
養
護
教
員
部
会
で
練
習
用

の
エ
ピ
ペ
ン
を
使
用
し
、
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
町
内
に
は
学

校
に
持
参
し
て
い
る
児
童
生
徒

は
い
な
い
が
、
修
学
旅
行
等
に

は
、
川
意
が
必
要
と
思
わ
れ
る

の
で
、
対
処
出
来
る
研
修
を
重

ね
て
万
が
一
に
備
え
る
。

問
エ
ビ
ペ
ン
の
使
用
対
応
は
。

』

自己注射エピペン

※食物性アレルギーに対応する緊急医薬品



庵辱琶：

般
質
間

丹
沢
産
業
振
興
課
長
農
業
用

の
事
業
を
入
れ
る
と
、
そ
の
後
、

開
発
が
で
き
な
く
な
る
面
も
あ

問
景
観
維
持
の
、
そ
の
先
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
環
境
改
善
を
図
り
、
当

面
は
景
観
維
持
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
区
の
希
望
を
調
査
し

な
が
ら
、
事
業
化
ま
た
は
農
地

と
し
て
の
活
用
か
、
を
含
め
さ

ら
に
検
討
し
て
い
く
。

問
甲
斐
岩
間
駅
東
側
の
開
発

に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、

要
望
実
現
の
た
め
大
変
有
利
な

国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
、
※
中

山
間
地
域
総
合
整
備
新
規
事
業

を
活
用
し
て
の
取
り
組
み
を
。

長
年
の
要
望
、
駅
東
側
の
開
発
を
１
・

内
藤
信
議
員

言
‐
‐
‐
．
皇

ｌ
当
面
は
景
観
美
化
に
努
め
て
い
く
Ｉ

町
長
圃
場
整
備
を
し
て
も
高

齢
で
農
業
は
で
き
な
い
。
他
の

土
地
利
用
計
画
を
考
え
て
欲
し

い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

問
地
権
者
は
、
農
地
以
外
の

利
用
方
法
な
ど
意
見
集
約
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

る
。
８
月
を
め
ど
に
方
向
性
を

決
め
た
い
。

匠司

平
目
一
一

一
》
』
》

》
一

■
一
杢
唖

屯

》
》

》
鑑

』
一
一

》
一
》
四
手

蹄

ｑ
日

時
竃
デ
ー

町
長
県
の
新
規
事
業
を
、
地

権
者
の
９
割
近
い
方
が
賛
同
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
難
し
い
、
時

間
も
な
い
の
で
間
に
合
う
の
か
、

検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
４

Ｆ
魁
，
闇
間

三宝。！

宇鼠：一
》
一
・
色

一
手

》
“
一
群

・
今
．
宰
害
謹
粋
塞
一
】
》
顕
、

_－４F牌星

島昌篭
三一

■

冒弾唇

いちかわみさと議会だよ口

唾
織
一
曹
望

唾岬吟裂恥，
｡&鰯諏，i暑…“”,聖…是ロー」

鰯

望【’
擁
』

「
号

》
少
』

町
長
地
権
者
の
意
見
が
分
か

れ
る
な
か
、
ど
う
調
整
し
て
地

域
の
有
効
活
用
が
で
き
る
か
、

出
来
る
だ
け
早
く
結
論
を
出
し

て
い
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長
地
権
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
「
町
で
買
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
い
う
意
見
も

苧

問
中
山
間
整
備
事
業
を
推
進

す
る
立
場
か
ら
、
あ
の
地
域
に

圃
場
整
備
、
遊
水
地
を
つ
く
る

取
り
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

Ｌ

甲斐岩間駅東側

問
こ
の
中
山
間
事
業
が
駅
東

側
の
開
発
に
起
用
で
き
る
か
、

態
度
を
示
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
農
地
以
外
の
具

体
策
は
。

問
今
回
の
中
山
間
事
業
を
契

機
に
、
開
発
の
め
ど
を
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
意
気
込
み

ま
。

※
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
と
は

地
域
の
立
地
条
件
に
沿
っ
た
農
業
の
展
開
方

向
を
探
り
、
農
業
生
産
・
農
村
生
活
環
境
基

盤
な
ど
の
整
備
を
総
合
的
に
行
う
。

Ｆ可

⑩

あ
り
圃
場
整
備
は
難
し
い
。
遊

水
地
を
つ
く
っ
て
遊
水
機
能
を

持
た
す
の
も
一
つ
の
考
え
だ
と

田
や
つ
。



Ｂ画一一弓～ー～一～一一｜ 、

本会議：全議員で構成する会議のことで、提出されたすべての議案など|こ対

する会議の最終的な意思を決定します。

委員会：常任委員会、特別委員会、議会運営委員会があります。

常任委員会：本会議に提出された議案などを、さらに詳しく専門的審査．調査す

るもので、町の仕事を部門別に分けて、３つの常任委員会が置かれ

ています。議員は、必ずいずれかの常任委員会に所属しています。

特別委員会：特定の事項を審査・調査するため、必要に応じて本会議の議決によっ
て設置されます。

議会運営委員会：議会の円滑な運営を図るため、議会の進め方などを話し合います。ノ、

一議会広報編集特別委員会

一議会改革特別委員会

一地域医療を守る特別委員会

義
呂
雪
回 会のしくみ

平成25年５月１日発行第31号

／ 、

議会は、町民の代表による話し合いの場です。そこでは、町民生活に関わるさまざ

まな案件について話し合いがおこなわれます。

話し合いは主に次のような会議でおこなわれます。
ノ、

⑫

定例会｡臨時会 、

議会の定例会は年４回（３月、６月、９月、１２月)、町長が招集して開かれます。

この他、特に必要がある場合には、臨時会が開かれます。

定例会又は臨時会では、提出された議案などについて、本会議や委員会で審議します。
ｰ

、 ノ

特別委員会

本会議｡委員会卜

会議

Ｆ‐。

一総務教育常任委員会

一厚生常任委員会

一土木環境常任委員会

ｒ
ｌ
ｌ
、
一
、
ノ

、
』 -鱈義会運営委員言

ヨ

本 会運営委員

（ （常任委 会員



常任委員会
~

議案などが採決されるまで

１

／ 、

開会議長の宣告によって､会議が始まります｡本会議を開くには､議員定数(18人）

の半数（９人）以上の議員の出席が必要です。
二

議案提出議案には、町長から提出されるものと、議員が提出するものがあります。
軍，
竜一

提案理由説明議案は、提出者からその内容について説明を受けます。田丁長の提

案理由の説明は、通常、開会日に行われます。
ー

■

本

会
~

質疑。質問議員は提出された議案について、疑問や不明確な点をただすために「質

疑」を行います。

また、町政一般について、執行機関がどう取り組んでいるのか、今後どのよう

に対応するのかについてもただします。これを「質問」といいます。

本会議では、質疑・質問が行われますが、議員個人の立場で行うのを「一般質問」

といいます。質疑・質問に対し、町長及び関係課長等が答弁を行います。

議
一

一
画 正志

委員会付託質疑・質問が終わると、議案などをさらに詳しく調べるため、各常

任委員会に送ります。
＝ ノ、

委員長報告すべての委員会が終わると、再び本会議を開き、委員会で決まった

一審査結果を報告します｡

Ｆ

１

Ｌ

竜匿

本|討論議員が議案に賛成か反対かの意見を述べる機会が､採決前に設けられます。

⑬い毒かわみさと議会だよ垣

付託議案審査送られてきた議案や請願などについて、いろいろな角度から議論し、

委員会として、賛成か反対かの態度を決めます。

司傍

閉会議案などのすべての採決が終われば、閉会となります。

１

垂
誰
》皇

採決議案などの審議が十分に行われた後、議長が出席議員に対し、賛成か反対

かを問い、原則として出席議員の過半数の同意で、可否を決めます。

会

‐
１



嘗議･農、

Ｂ月７日、総務教育･厚生｡土木環境のB常任委員会が合同で、

本年度主要事業の事前現地調査を行いました。

伊一
Ｍ
隅
贋
院
腹
囲
間
唾

高田排水機場

鳴沢川内水対策
大塚小学校

グラウンドの整備・

スプリンクラーの設置

LＪ

大同公民館

監弓

蕊蕊1瀧一 ｕ

ｰ

閏

_.』ざ・ダロー二』L

Ｌ

ドクターヘリ緊急

搬送拠点整備

建設予定地

頓圃向一マーーマ雷ママ 盟壱高屈昌 里

身ｙ
Bｒ

》
錘

１
１

凸隆凸

～■

合 同現地調査

Ｌ

１月から３月まで1,162件

お問い合わせ

議会事務局TELO55-272-1108

(下九一色中跡地）山保定住促進住宅

2棟建設予定

⑥

咳遥詑くち

『

３月定例会の傍聴実績(のべ人数）

本会議２０人委員会６人
臨時会１人

会議録検索システム利用件数
１月から３月まで1,162件

お問い合わせ

議会事務局TELO55-272-1108
勘

一、
議会傍聴に

お出かけください

次回定例会は６月に

予定されています。

傍聴の定員

本会議３０人委員会各８人

取り付け道路等

平成25年５月１日発行第31号

葱諭ｉＩ
も．．」

唖四口

～ｆ

隠
軸
栴

腿
ｉ
↓
ご

掴
１
Ｊ
‐

Ｅ
１

、
一
難
儒
一



弓

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

高
齢
化
率
釦
・
５
％
、
独
居
世
帯
や
砺

歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
の
増
加
な
ど
、
超
高

齢
化
社
会
の
中
必
要
な
制
度
と
し
て
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
今
後
の
事

業
運
営
と
予
防
活
動
に
期
待
す
る
。

（
賛
成
過
反
対
１
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員

年
齢
に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
差
別
す

る
制
度
は
廃
止
し
、
安
心
し
て
医
療
を
う

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
年
金

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
中
で
の
保
険
料
の
負

担
は
大
変
で
あ
る
。

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

高
齢
者
医
療
の
安
定
的
な
確
保
を
図
る

た
め
、
制
度
の
円
滑
な
導
入
と
理
解
を
得

る
た
め
軽
減
延
長
な
ど
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
剰
余
金
や
財
政
安
定
化
基
金
を

審議結果 ■
一
般
会
計
予
算
（
反
対
）
一
瀬
正
議
員

町
長
、
議
会
も
医
師
不
足
を
理
由
に
２

病
院
の
統
合
を
進
め
て
き
た
。
財
政
が
乏

し
い
２
町
が
２
病
院
を
経
営
し
、
立
地
条

件
が
悪
い
鰍
沢
病
院
を
中
核
病
院
に
す
る
。

医
療
面
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
財
政
而

で
の
負
担
増
を
考
え
る
と
２
病
院
統
合
お

よ
び
、
統
合
負
担
金
の
予
算
に
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
病
院

の
役
割
や
配
置
状
況
な
ど
地
域
の
実
情
を

十
分
に
踏
ま
え
、
医
療
機
関
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
一
体
経
営
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
師
の
確
保
と
地
域
医
療
は
充
実
す

る
と
考
え
る
。

審議結果

◎第１回臨時会（１月25日）結果

･平成24年度一般会計補正予算(第８号）可決全会一致

◎第１回(３月)定例会（３月6日～18日）

･平成24年度一般会計補正予算(第９号）

専決処分につき承認を求める承認全会一致
･新型インフルエンザ等対策本部条例制定Ｗ(:全会一致
･国有林野の有する公益的機能の維持増進を

図るための国有林野の管理経営に関する

法律等の一部を改正する等の法律の施行

に伴う関係条例の整理に関する条例制定可決全会一致
･町道の櫛造の技術的基準を定める条例制定可決全会一致

･町道に設ける道路標識の寸法を定める条例制定可決全会一致
･移動等円滑化のために必要な町道の構造

に関する基準を定める条例制定可決全会一致
･準用河川管理施設等の構造の技術的基準

を定める条例制定可決全会一致
･税条例中改正可決全会一致
･地域包括支援センター設置及び管理に関する

条例巾改正可決全会一致
･道路占用料徴収条例中改正可決全会一致
･町有住宅管理条例中改正可決全会一致

．富士川町公共下水道管渠の住民の利用について可決全会一致
･平成24年度一般会計補正予算(第10号）可決全会一致

･国民健康保険特別会計補正予算(第４号）可決全会一致

･介護保険特別会計補正予算(第４号）可決全会一致
･介護サービス事業特別会計補正予算(第１号）可決全会一致
･訓諭ｽﾃー ｼｮﾝ凹峨馴会諾柾予算(第２号）可決全会一致

･簡易水道特別会計補正予算(第４号）可決全会一致
．公共下水道事業特別会計補正予算(第４号）可決全会一致
･温泉事業特別会計補正予算(第２号）可決全会-･教

･歌郷伎文化公圃管理特別錦嚇正予算(第１号）可決全会一致
･後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号）可決雌多数
･病院事業会計補正予算(第２号）可決全会一致

・平成25年度一般会計予算可決”多数
･国民健康保険特別会計予算可決全会一致

･介護保険特別会計予算可決”多数
･介護サービス事業特別会計予算可決全会一致

･訪問看護ステーション西八代特別会計予算可決全会一致
・簡易水道特別会計予算可決全会一致
･公共下水道事業特別会計予算可決全会一致

･農業集落排水事業特別会計予算可決全会一致

･戸別浄化槽整備推進事業特別会計予算可決全会一致
･温泉事業特別会計予算可決全会一致
･恩賜県有財産保護管理事業特別会計予算可決全会一致
･市川･問田･大同財産区特別会計予算可決全会一致

･歌舞伎文化公園管理特別会計予算可決全会一致
･後期高齢者医療特別会計予算可決箭成多数
・上水道事業会計予算可決全会一致
･病院事業会計予算可決全会一致

･峡南北部2病院統合事務組合の設置について可決”多数
･平成24年度一般会計補正予算(第１１号）可決全会一致

･剛ﾛﾀﾄ三山恩鵬棚餓淵合識譲の燐決定全会一致
・日向111恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙決定全会一致
・人欄難委員候補者の推薦につき意見を求める適任全会一致
,鰍沢病院と統合せずに町立病院を今のまま

残すよう再考を求める請願の採択不捌峨成少敷

（
賛
成
）
内
藤
優
議
員

医
療
問
題
は
、
切
実
な
緊
急
性
を
も
っ

た
問
題
で
あ
る
。
協
定
害
を
信
じ
、
協
議

会
の
成
り
行
き
を
注
視
し
た
い
。
多
く
の

皆
様
の
意
見
を
無
視
し
た
つ
も
り
も
な
い

し
、
一
生
懸
命
病
院
問
題
を
考
え
て
き
た
。

（
賛
成
）
村
松
武
人
議
員

特
別
委
員
会
で
咽
回
に
わ
た
り
、
慎
重
審

議
し
て
き
た
。
町
立
病
院
の
建
て
替
え
や

医
師
確
保
に
め
ど
が
つ
き
、
２
病
院
の
統

合
で
方
向
性
は
決
ま
っ
て
い
る
。

（
賛
成
咽
反
対
１
）

園
介
一
雲
保
険
特
別
会
計
予
算

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
し
て
も

施
設
不
足
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
。

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
政
治

の
根
本
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

弓

冒信

⑮い宮かわみさと議会だよ画

活
用
し
保
険
料
率
を
抑
え
て
い
る
。
国
民

皆
保
険
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
（
賛
成
坊
反
対
１
）

請
願
人
市
川
三
郷
町
市
川
大
門

３
４
９
５
１
３
１
３
０
２

軍
一
月
明
氏
（
他
焔
名
）

紹
介
議
員

一
瀬
正

◎
不
採
択
（
賛
成
１
反
対
旧
）

鰍
沢
病
院
と
統
合
せ
ず
市
川
三
郷
町

立
病
院
を
、
今
の
ま
ま
残
す
よ
う
再

考
を
求
め
る
請
願

討
論



春は保育所も年度の変わり目になります。ここには、平成24年度のお友だち

がいます。

さて、新年度も子どもパワーの煤めきで地域の皆様に笑顔の贈り物がお届

けできたら幸いです。

，みんなのページ
鞭

襖圃ロ

みなさまのご意見をお寄せください。

400字詰め原稿用紙1枚以内、氏名(区名)･顔写真

の掲載など詳細は､お問い合わせ下さい。

、お問い合わせ：議会事務局TEL055-272-1108口

市川南保育所の子どもだち！

平成25年５月１日発行第31号

腫
塵
匿
毘

昨
年
の
秋
、
身
延
町
の
法

事
に
参
列
、
法
要
の
合
間
に

教
本
を
見
て
ゆ
く
と
、
高
僧

の
お
こ
と
ば
が
目
に
入
っ
た
。

親
は
十
人
の
子
を
ぱ
養
え

ど
も
、
子
は
一
人
の
母
を
養

う
こ
と
な
し
。
あ
た
た
か

な
季
ば
嘗
て
臥
せ
ど
も
、

こ
ご
え
た
る
母
の
足
を
暖
む

る
女
房
は
な
し
。
父
母
は

常
に
子
を
念
え
ど
も
、
子
は

父
母
を
念
わ
ず
。

現
世
の
す
べ
て
を
対
象
に

し
て
い
な
い
が
、
人
間
の
煩

悩
か
ら
な
の
か
何
百
年
の
歴

史
を
費
や
し
て
も
改
め
ら
れ

ず
、
昨
今
で
は
親
が
子
を
、

子
が
親
を
危
め
る
事
態
が
多

発
し
て
い
る
。

内
外
に
多
く
の
諸
問
題
に

憂
慮
す
る
が
、
国
民
、
町
民

が
心
を
一
つ
に
し
、
科
学
技

術
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、

国
文
祭
と
言
う
手
作
り
社
会

の
創
成
、
成
功
さ
せ
る
こ
と

も
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思

一
つ
。

（
記
川
崎
）
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